
 

経営理念：利用者『最善の利益』を図り、地域の福祉に貢献する 

保育の １．子どもの人格・人権を尊重し、一人ひとりの思いを大切にします ２．子どもの発達に即した援助・保育をします 

方 針 ３．子どもが安心して過ごせる生活の場にします 

保育目標 ◆じょうぶな身体（健康）◆たしかな考え（理性・認識）◆ゆたかな心（感性・情緒）◆よき仲間（協調性・社会性） 

かもしか５歳児     令和５年９月１９日（火） 

文責 長沼由美 

9 月になり、朝晩が少しずつ涼しくなってきましたね。子どもたちは、10 月にある運動会に向け

て日々「見てもらいたい自分！」という気持ちを持って保育の中、遊びの中で１つ１つに取り組ん

でいます。まだまだ暑い日も続いていますので頑張っている子どもたちの体調管理に気を付けてい

きたいと思います。ご家庭での食事・睡眠としっかりととれるようにご協力ください。 

 

「スイミーの年長児だけで！」 ～山のお泊り保育～ 

 ９月６日・７日で子どもたちにとって２回目の「山のお泊り保育」を行いました。今回のお泊り保育はス

イミーの年長児だけでのお泊り保育。お配りした手紙にも載せましたが、子ども同士で協力し、やり遂げら

れるかということから夏のお泊りで一緒だったかさぎの年長児とは別で行いました。子どもたちとは、うわ

ば公園に下見に行っていたので当日は天候にも恵まれ、「この前、見たところに行くんだよね」と楽しみに

満ち溢れている子どもたち。Aコープで食材の買い出しをしましたが、「カレーには・・人参と玉ねぎと・・」

と自分たちで決めたメニューを思い出して１２人でお店の中で見つけていきました。選ぶときには楽しそう

にしながらも真剣なまなざしで選ぶ姿でした。普段は、買い物についていくことはあっても、選ぶ・買う（お

金を払う）ということは大人にしてもらっていると思うので、子どもたちにとっても新鮮なことでいい体験

になったと思います。買い出しが終わり、うわば公園に着くと、荷物運びから全て自分たち！「先生、どこ

に置くの？」とみんなで力を合わせて部屋や炊事棟へと運んですぐに終わりました。今回はお昼ご飯も作る

ことになっていたので、そのまますぐに昼食準備に取り掛かりました。卵焼きの予定だったのですがあまり

にも子どもたちがやる気に満ちていたので、「みんな、自分で自分の食べる目玉焼きを作ってみる？」と声

をかけてみると「する！やった～！」の一言で決まり、卵割りから焼き、皿に入れていくところまでを１人

ずつやってみました。卵がうまく割れなくても自分で作れることに喜びを感じており、「おいしく出来るか

な～」とフライ返しを持ち、みんながコックさんになっていました。ご飯も炊け、目玉焼き・ウインナーと

完成すると青空の下食べました。お腹がいっぱいにあると探索やアスレチックでおもいっきり体を動かしま

した。アスレチックでは、子どもたち同士で遊び方を考えてみたり、高さのあるアスレチックの遊具では「大

丈夫？こっちから登れるよ」など一緒に挑戦して互いに集い声を掛け合っていました。おやつの焼き芋では、

なかなか火が起きなかったのですが、子どもたちがうちわでパタパタ、見に来て下さった園長先生の力で火

が付きました。焼き芋が焼けるまでの時間で夕飯のカレー作りもしました。普段のクッキングでも皮むき・

包丁使いを行っているので「人参はこれぐらいに切ってね」と大きさや切り方を私が伝えるとすぐに始めて

いく子どもたちでした。切っているときに別な友だちが手伝いに来ると「こうやって切るんだよ」と自分た

ちでどんどん教え合い、全部の野菜や肉を切っていきました。あっという間に野菜たっぷりのカレー、焼き

芋と完成したので「みんな、すごい！やる気がひとり一人あるから全てにおいて予定より早い！」と私の思

っていた予定より時間に余裕が出来ていました。風力発電を近くまで見に行き、実物の大きさや風の向きや

風力によっては回っていないものがあることも子どもたちと発見していきました。夜は、天球館での星の観

察が当日出来ませんでした。「星がみたかったね」という子どもたちの願いと私のみんなでみたいという思



いから、シートを夜空の下敷いて寝転んで観察！曇り空ではっきりと見える星は少なかったのですが「あの

星が光ってる」と見つけていきました。夜の時間をこうして過ごしたことも思いだとなってくれたらと思っ

ています。夜はみんなぐっすりで翌朝の起床は６時前でした。外に出てとても大きく見えた朝日にむかって

「おはよう！」と挨拶をしてからのスタート。朝はごん作りから使った部屋の片づけなどすべてをみんなで

行い、特別に天球館に入れてもらい昼間の月や星の観察を大きな天体望遠鏡で見せてもらいました。帰ると

きの子どもたちの表情を見て、「色々な場面で葛藤する姿があったり、笑顔がたくさん出ていたり、時には

友だちとぶつかり合ったりと色々な場面があったけれど、ひとり一人の成長のまた１つ糧になったのかな」

と思いました。すぐには、成長というのは感じられませんがふとした場面、瞬間の子どもたちの姿に見られ

ると思います。お泊り保育も終わり、年長児としての保育生活も残り半年・・・。ひとり一人が楽しい中に

も自分らしさを持って輝いていけるように、ご家庭との連携も取りながら努めていきたいと思います。 

保護者の方々には、日程の変更にもご理解をいただき、子どもたちを元気に送り出していただきまして有

り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『登山について』・・・先日、就学前検診日について各ご家庭よりお知らせいただき有り難うございま

した。登山を予定していました 10月 20日に就学前検診がある学校がありましたので、日

程を変更させていただきたいと思います。詳しい内容につきましては後日、手紙を配布い

たします。 

     ☆１０月２３日（月）   ※予備日・・１０月３０日（月） 

  ※当日、園出発時間が８時のため、送迎利用の方には集合場所・時間を決めさせていただき

ます。 

集合時間も７時を予定していますので、お忙しい時間帯ではありますがご理解・ご協力を宜しくお

願い致します。 

 

★お知らせ・・・『水着・プールバック』について、プールも終わりましたので使用しません。汗をかきシャワ 

ーは浴びますので、「汗拭きタオル」は毎日鞄に入れて持たせてください。 

 

苦情・相談解決制度 本園の保育や処遇等に意見・要望がありましたら、ご遠慮なく申し出て下さい。   

受付担当者 主幹教諭 榎並 理恵    解決責任者 園長 中根 賢誠 

第三者委員 丸田瑞穂（099-482－2927） 横峰 友里子（099-474-1506）  山口 和美（090―5473-5866） 


